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神奈川県内広域水道企業団の概要



神奈川県内の水道事業

神奈川県内の上水道事業者
１８事業者 ＋ １水道用水供給事業者

神奈川県・横浜市・川崎市・横須賀市
明治時代から昭和初期にかけて設立
設立当初は独自水源で運営 ⇒ 個別で水源開発
戦後の高度成長期 ⇒ 慢性的な水不足 ⇒ 水源の共同開発

昭和５０年代の更なる水需要

企業団方式で経営

神奈川県内広域水道企業団設立

相模川総合開発事業等
（津久井湖など）

酒匂川総合開発事業
（三保ダムなど）

共同開発

・水道用水の広域的有効利用
・重複投資の回避
・施設の効率的配置及び管理
・国の補助金導入



神奈川県内広域水道企業団

概要
昭和４４年５月設立

用水供給を行う一部事務組合

供給先

神奈川県・横浜市・川崎市・横須賀市

創設事業（昭和44～53年度）

酒匂川開発

相模川水系建設事業（昭和55～平成19年度）

中津川開発

施設

取水堰･･･２箇所（飯泉取水堰・相模大堰）

浄水場･･･４箇所（西長沢・相模原・伊勢原・綾瀬）



企業団施設の概要



導水管の相互運用

酒匂川水系と相模川水系の連携を図る

社家・伊勢原間に導水管を布設

相互運用可能

通常は 相模川 ⇒ 酒匂川

水質事故時・災害時に活用

P

伊勢原
浄水場

P

相模原
浄水場

西長沢
浄水場

綾 瀬
浄水場

P
P

酒匂川
相模川

飯泉ポンプ場

社家ポンプ場



広域水質管理センターの概要



広域水質管理センター

設立目的

５事業者各自で実施していた共通水源域の水質検査と
水質事故対応を一元的に実施

県内共通水源の監視体制強化

水質事故発生時における初期対応の迅速化

平成27年４月1日設立

5事業者共同事業
「広域水質管理センターの水源水質検査等の業務に関する協定」

「広域水質管理センターの業務の実施に関する確認書」

企業団水質管理センターを改称して設立



広域水質管理センター設立の経緯

平成18年｢今後の水道事業のあり方を考える懇話会」
報告書⇒５水道事業体の長期的なあり方を検討する機関を設置すべき

水質事故の対応強化として「神奈川県内水質管理センター(仮称)」と言った恒久的
組織を作る必要があると提言

平成20年「神奈川県水道事業検討委員会」設置

平成22年「神奈川県水道事業検討委員会」報告書
5事業者共通課題

･水道施設の効率的な更新

･取水方法と環境負荷の低減

･水質管理 ⇒ 水質事故時の強化・水道検査の効率化・調査研究と人材育成の充実

･職員の技術継承

水質関連業務の拠点となる「水質管理センター(仮称)」設置

平成22～27年「水質管理センター(仮称)｣設立準備会議
浄水施設の一体管理を前提としない3つのモデルを検討

平成27年4月1日 広域水質管理センター設立
水源域での水質検査業務等の一元化（モデル1）

５つのモデル提示



広域水質管理センター業務概要

企業団の水質に係る企画・調整

水源水域の水質調査

浄水処理に係る水質検査

調査研究（水源・水処理等）

構成団体との水質に係る連絡調整・・・・・・等

平成２７年度から5事業者の水源水質業務を一元的に実施

水源に関する業務
○水源水質検査
○水源水質事故対応
○水源に関する調査

浄水処理に関する業務
○原水の水質試験
○浄水の水質検査
○浄水処理関連調査

供給水に関する業務
○供給水の水質検査
○臨時の水質検査
○供給水水質関連調査

その他水質関連業務
○各種計画策定,情報管理
○関係機関との連絡調整
○分析委託・精度管理

広域水質管理センター

従来からの事業（企業団業務）

５事業者事業

⇒水質管理センターから広域水質管理センターへ



３ 派遣職員 

(1) 協定第４条第１項に規定する４水道事業者から企業団に派遣される職員（以下、「派遣職員」

という。）の人数は、当面、10 年間で 25 名とする。 

(2) 各事業者の派遣人数は、それぞれが保有する平成 26年度現在の自己水源（小規模水源等を除

く）の全水量と企業団寒川事業を合わせた水量に対する各事業者の水量の割合を乗じた人数を

基本に定める。 

(3) 各事業者からの派遣人数及び派遣計画は表１及び表２のとおりとする。 

  【派遣者数】（表１） 

事業者 水量割合 人数／10年 

神奈川県 34.0 9 

横 浜 市 37.4 10 

川 崎 市 16.8 ４ 

横須賀市 11.8 ２ 

計 100 25 

【派遣計画】（表２） 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 34 年度 35 年度 36 年度 

神奈川県 神奈川県 神奈川県 神奈川県 神奈川県 神奈川県 横須賀市 神奈川県 神奈川県 神奈川県 

横浜市 横浜市 横浜市 横浜市 横浜市 横浜市 横浜市 横浜市 横浜市 横浜市 

 川崎市 川崎市 川崎市 川崎市 横須賀市     

 

(4) 広域水質管理センターの業務に変更が生じた場合その他必要が生じた場合は、派遣計画について

協議するものとする。 

(5) 派遣職員の身分等の取扱いに関する協定は、企業団と４水道事業者が個別に締結する。 

構成団体からの職員派遣

「広域水質管理センターの業務の実施に関する確認書」より抜粋



広域水質管理センター設立による効果

水源水質検査の効率化
地点の見直し等実施

検査回数（延べ回数）
各事業体 510回 ⇒ 広域C 312回 に集約

水源水質事故対応の迅速化
短時間で現場に到達

対応エリアを3地域に区分け
津久井湖より上流（県企業庁谷ケ原浄水場）

相模川中下流域（広域C）

酒匂川流域（企業団飯泉取水管理事務所）

水源水質に係る共通課題への取組強化
水源関係の調査研究の充実･････今後の課題

人材育成
構成団体からの派遣職員との協働



水質検査



水源水質検査地点

合計１９地点(延べ地点数３１２)

相模湖

津久井湖

宮ヶ瀬湖

丹沢湖

酒匂川

狩 川

鮎
沢
川

相模川

小鮎川

中

模

中津川

早戸川

金
瀬
川

狩川（狩川橋）

酒匂川
（飯泉橋上流）

貫抜川
（貫抜橋）

小鮎川
（第二鮎津橋）

中津川
（第一鮎津橋）

世附川

河内川
（中川川）

玄倉川

金瀬川
（酒匂川合流前）

十文字橋

峰下橋

取水口側湖心

堰堤側湖心 丹沢湖放流水
（三保ダム常用放流設備分水槽）

貫抜川

宮ヶ瀬湖放流水
（石小屋ダム湛水域）

相 模 湾
飯泉取水堰

桂 川

川

相

津
川

酒

川
匂

相模大堰

寒川取水堰

相模川
（座架依橋）

三井大橋

弁天橋

相模湖大橋

桂川橋

山中湖

河口湖

５事業者で水源水質検査実施計画を策定
相模川水系・・・１１地点
酒匂川水系・・・・８地点



検査地点（企業団独自業務）

取水２箇所
飯泉
社家

浄水場４箇所
西長沢
相模原
伊勢原
綾瀬

給水地点１７箇所
導・送水管 その他

【 凡例 】

ダム・堰 浄水場 調整池

給水地点 ポンプ場

飯泉取水堰

飯泉ポンプ場

曽我接合井

三保ダム

相模原ポンプ場

淵野辺接合井

保木調整池

矢指調整池

藤沢調整池

寒川取水堰
寒川浄水場

小雀浄水場

社家ポンプ場

相模大堰

淵野辺調整池

小雀調整池

小雀ポンプ場

朝比奈調整池

田浦調整池

太田和調整池

いぶき野ポンプ場

宮ヶ瀬ダム

小雀第２

港北調整池

横道活性炭
注入設備

酒匂川

狩川

相模川

寒川

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

宮ヶ瀬湖

丹沢湖

相模湖

津久井湖

中

川

道志川

Ｐ

南渡田

池上
夜光

小島

Ｐ
港南台ポンプ場

相模原分水池

綾瀬浄水場

西長沢浄水場

相模原浄水場

伊勢原浄水場

Ｐ

津

毎年度水質検査計画を策定



水質検査の結果提供

企業団独自業務(浄水・原水・供給水等）は3 ヶ月ごとCD-R で送付

広域センター業務(水源)は4 週間後にメールで送付

速報はインターネットクラウドに掲載（採水週とその翌週の金曜日）

水源水質検査結果速報



水源水質事故対応



公共用水域における汚水、廃液等による水質事故対策要綱（県環境農政部 平成5年策定）

事故発見者

警察・消防

市町村公害主幹課

県地域県政総合センター
環境部

広域水質管理センター
＜相模川上流＞谷ケ原
＜相模川下流＞社家
＜酒匂川＞飯泉

県企業庁
横浜市
川崎市

横須賀市

県外
（東京都
山梨県

静岡県）

県
大気水質課

「広域水質管理センターの業務の実施に関
する確認書」別添緊急連絡体制に基づく

夜間休日は
直接連絡が

多い

政令市は
直接連絡

水源水質事故連絡網

行政機関等との水質事故時の連携



水源水質事故対応

一元化のメリット
各事業体に時間差なしに情報提供

現地調査等、重複業務削減

事故発生

広域C

他事業者

他事業者 他事業者

他事業者

現地調査

第一発見者

広域C設置前 広域C設置後

情報伝達にタイムロス
発生

現地調査の重複

広域Cからの一斉
送信

現地調査の一元化

事故発生

受信事業者

他事業者

他事業者

他事業者
他事業者

現地調査

第一発見者



相模川水系での水質事故対応状況
平成22～24年度

出動事業体

なし

25%

1事業体

出動

16%2事業体

出動

30%

3事業体

出動

22%

4事業体

出動

7%

現地調査の重複が減少

行政機関等との連絡が一本化

平成22～24年度；総計69回

対応一元化のメリット



水源水質事故対応エリア

水源水質事故は３箇所で対応

相模川上流域

県企業庁谷ケ原浄水場

相模川中下流域

広域水質センター

酒匂川流域

企業団飯泉取水管理事務所

谷ケ原浄水場及び飯泉取水管理
事務所はサテライト



水源水質事故情報の５事業者共有の流れ

近隣の環境行政・消防・警察・ＮＥＸＣＯ等原因者・発見者

４事業体へ、FAX・インターネットクラウドを利用した情報提供

第１報はFAX

第２報以降はインターネットクラウド



水源水質事故の対応
インターネットクラウドでの情報共有



平成28年度　水源水質事故対応場所　分布状況

津久井湖

宮ヶ瀬湖

酒匂川

酒

相模川

小鮎川

中

模

金瀬川狩川

相 模 湾

相模大堰

飯泉取水堰

川

相

津
川

川
匂鮎沢川

鳩川

寒川取水堰

○ 油流出・浮遊事故 
■ 発泡事故 
□ 魚死亡事故 
● その他事故 

 

玉川

恩曾川

永池川

貫抜川丹沢湖

相模湖

桂川

鶴川

1

(2)

2

1

4
3
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6
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13
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15
16
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3
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5,6,8,11,12
13

9,14

7
15
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16

(18)

※括弧付きの数字は事故扱いしないもの

19

20

21

19

20
21

22

23

24

25

26

22

23

27

24

28

29

30

31

32

H２８年度 水源水質事故の対応状況

相模川水系…31件 酒匂川水系…24件

油流出･

浮遊, 

37 件

発泡,

1 件

魚へい死, 

2 件

その他, 

15 件

水質事故事例

0

1

2

3

4

5

6

7

8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

件
数

月

月別・水系別水源水質事故件数

相模川水系

酒匂川水系



調査研究・人材育成



調査研究・人材育成

調査研究

平成28年度事例

水源水質事故対応迅速化・効率化

ホルムアルデヒド生成能調査

クリプトスポリジウム汚染源調査

充実させることが、これからの課題の一つ

人材育成
構成団体からの派遣職員との協働

水源水質事故対応

水源域での調査研究

各自が経験・取得した技術及び情報を共有

新たな技術及び経験取得

双方のスキルアップに貢献



ご静聴ありがとうございました

神奈川県内広域水道企業団
マスコット ウォービー


